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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、『Bug Search Tool』およびご使
用のプラットフォームとソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースの

リストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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MTR に対する IS-IS サポートの前提条件
•「MTRに対するルーティングプロトコルサポート」に記載されている概念について理解し
ておく必要があります。

•グローバルなトポロジコンフィギュレーションを設定し、アクティブ化します。

•マルチキャストトポロジで Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを
アクティブ化する前に、マルチキャストトポロジを設定しておく必要があります。詳細に

ついては、「マルチキャストに対するMTRサポート」フィーチャモジュールを参照してく
ださい。

• IS-ISデバイスでマルチトポロジルーティング（MTR）トポロジをアクティブ化します。

• all-interfacesアドレスファミリトポロジコンフィギュレーションコマンドを使用してすべ
てのインターフェイスをグローバルに設定するようMTRトポロジを設定するか、IS-ISイン
ターフェイスだけを設定するよう、インターフェイスコンフィギュレーションモードで IS-IS
トポロジを設定する必要します。これらの作業を実行する順番は、重要ではありません。

MTR に対する IS-IS サポートの制約事項
IPv4アドレスファミリ（マルチキャストおよびユニキャスト）と IPv6アドレスファミリユニ
キャストだけがサポートされています。 IPv6のマルチトポロジ IS-ISの設定については、『IS-IS
Configuration Guide』を参照してください。

MTR に対する IS-IS サポートに関する情報

MTR に対するルーティングプロトコルサポート
マルチトポロジルーティング（MTR）を動作させるには、デバイスで IPルーティングをイネー
ブルにする必要があります。MTRは、シスコソフトウェアでのスタティックルーティングおよ
びダイナミックルーティングをサポートします。トポロジ単位のダイナミックルーティングを

イネーブルにすることで、ドメイン内およびドメイン間のルーティングをサポートできます。

ルートの計算と転送は、各トポロジで個別に行われます。シスコソフトウェアには、次のプロト

コルについてMTRのサポートが組み込まれています。

• Border Gateway Protocol（BGP）

• Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）

• Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）

• Open Shortest Path First（OSPF）
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グローバルルーティングプロセス（ルータコンフィギュレーションモード）のルータアドレス

ファミリコンフィギュレーションモードでトポロジ単位のコンフィギュレーションを適用しま

す。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリは、デバイスがアドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードを開始するときに指定します。トポロジ名とトポロジ IDを指定するには、
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで topologyコマンドを入力します。

各トポロジに、ルーティングプロトコル下で一意のトポロジ IDを設定します。トポロジ IDは、
所定のプロトコルのアップデート時に各トポロジに対してネットワーク層到着可能性情報（NLRI）
を識別してグループ化するために使用されます。 OSPF、EIGRP、および IS-ISでは、クラス固有
のトポロジに対する topologyコマンドの最初のコンフィギュレーションでトポロジ IDを入力し
ます。 BGPでは、トポロジコンフィギュレーションの下に bgp tidコマンドを入力することに
よってトポロジ IDを設定します。

クラス固有のトポロジには、基本トポロジとは異なるメトリックを設定できます。基本トポロジ

に設定されたインターフェイスメトリックをクラス固有のトポロジに継承することもできます。

継承は、クラス固有のトポロジに明示的な継承メトリックが設定されていない場合に実行されま

す。

BGPサポートは、ルータコンフィギュレーションモードだけで設定します。 Interior Gateway
Protocol（IGP）サポートは、ルータコンフィギュレーションモードとインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで設定します。

デフォルトでは、インターフェイスには基本トポロジ以外のトポロジは含まれません。 EIGRP、
IS-IS、およびOSPFのルーティングプロトコルサポートについては、インターフェイスに基本ト
ポロジ以外のトポロジを明示的に設定する必要があります。アドレスファミリトポロジコンフィ

ギュレーションモードで all-interfacesコマンドを使用すると、デフォルト動作を無効にできま
す。 all-interfacesコマンドを入力すると、デフォルトのアドレス空間、またはトポロジが設定さ
れる仮想ルーティングおよび転送（VRF）に属するデバイスのすべてのインターフェイスに、基
本トポロジ以外のトポロジが設定されます。

MTR に対するインターフェイスコンフィギュレーションサポート
インターフェイスコンフィギュレーションモードでマルチトポロジルーティング（MTR）トポ
ロジを設定すると、インターフェイス単位でMTRをイネーブルまたはディセーブルにできます。
デフォルトでは、クラス固有のトポロジにはインターフェイスは含まれません。

個々のインターフェイスを包含または除外するには、topologyインターフェイスコンフィギュレー
ションコマンドを設定します。このコマンドの入力時に、アドレスファミリとトポロジ（基本

またはクラス固有）を指定します。サブアドレスファミリを指定することもできます。サブア

ドレスファミリを指定しないと、デフォルトでユニキャストサブアドレスファミリが使用され

ます。

トポロジにデバイス上のすべてのインターフェイスをグローバルに包含するには、ルーティング

トポロジコンフィギュレーションモードで all-interfacesコマンドを入力します。 topologyコマ
ンドで適用したインターフェイス単位のトポロジコンフィギュレーションは、グローバルイン

ターフェイスコンフィギュレーションよりも優先されます。

MTRに対するインターフェイスコンフィギュレーションサポートには、次の特徴があります。
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•インターフェイス単位のルーティングコンフィギュレーション：Interior Gateway Protocol
（IGP）ルーティングおよびメトリックのコンフィギュレーションは、インターフェイスト
ポロジコンフィギュレーションモードで適用できます。インターフェイス単位のメトリッ

クおよびルーティングの動作は、IGPごとに設定できます。

• Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイストポロジコンフィギュレーション：クラ
ス固有のトポロジに対するインターフェイスモードのOSPFコンフィギュレーションは、イ
ンターフェイストポロジコンフィギュレーションモードで適用されます。このモードで

は、インターフェイスのコストを設定したり、グローバルトポロジコンフィギュレーショ

ンからインターフェイスを削除することなく OSPFルーティングをディセーブルにしたりす
ることができます。

• Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）インターフェイストポロジコンフィギュ
レーション：クラス固有のトポロジに対するインターフェイスモードのEIGRPコンフィギュ
レーションは、インターフェイストポロジコンフィギュレーションモードで適用されます。

このモードでは、各種の EIGRP機能を設定できます。

• Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイストポロジコンフィギュ
レーション：クラス固有のトポロジに対するインターフェイスモードの IS-ISコンフィギュ
レーションは、インターフェイストポロジコンフィギュレーションモードで適用されます。

このモードでは、インターフェイスのコストを設定したり、グローバルトポロジコンフィ

ギュレーションからインターフェイスを削除することなく IS-ISルーティングをディセーブ
ルにしたりすることができます。

MTR に対する IS-IS サポートの設定方法

IS-IS を使用した MTR トポロジのアクティブ化

この作業には、マルチトポロジルーティング（MTR）コマンドだけが示されています。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router isis [area-tag]
4. net network-entity-title
5. metric-style wide [transition] [level-1 | level-2 | level-1-2]
6. address-family ipv4 [multicast | unicast]
7. topology topology-name tid number
8. end
9. show isis neighbors detail
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティ
ングプロトコルをイネーブルにし、任意で IS-ISプロセス
を指定します。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）ルー
ティングプロセスに対して IS-ISNetworkEntityTitle（NET）
を設定します。

net network-entity-title

例：

Device(config-router)# net
31.3131.3131.3131.00

ステップ 4   

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグロー
バルに変更します。

metric-style wide [transition] [level-1 |
level-2 | level-1-2]

例：

Device(config-router)# metric-style
wide

ステップ 5   

プレフィックスタギングには、ワイド形式のメ

トリックが必要です。

（注）

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4 [multicast | unicast]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv4

ステップ 6   

トポロジに対する IS-ISサポートを設定し、各トポロジに
トポロジ ID（TID）番号を割り当てます。

topology topology-name tid number

例：

Device(config-router-af)# topology
DATA tid 100

ステップ 7   

•この例では、DATAトポロジに対する IS-ISサポート
が設定されます。
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目的コマンドまたはアクション

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 8   

（任意）デバイスとその IS-ISネイバーの TID値に関する
MTR情報を含む、IS-ISネイバーの情報を表示します。

show isis neighbors detail

例：

Device# show isis neighbors detail

ステップ 9   

次の作業

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）トポロジコンフィギュレーションが必要な場合は、
「MTRに対する BGPサポート」フィーチャモジュールを参照してください。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでの IS-IS を使用し
た MTR トポロジのアクティブ化

はじめる前に

インターフェイス単位のトポロジコンフィギュレーションを実行する前に、トポロジをグローバ

ルに定義します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. ip router isis [area-tag]
6. topology ipv4 [multicast | unicast] {topology-name [disable | base]}
7. isis topology disable
8. topology ipv4 [multicast | unicast] {topology-name [disable | base]}
9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface Ethernet
2/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたはセカ
ンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask [secondary]

例：

Device(config-if)# ip address
192.168.7.17 255.255.255.0

ステップ 4   

インターフェイスに IP用の Intermediate System-to-Intermediate
System（IS-IS）ルーティングプロセスを設定し、ルーティン
グプロセスにエリア指示子を付加します。

ip router isis [area-tag]

例：

Device(config-if)# ip router isis

ステップ 5   

タグが指定されていない場合、ヌルタグと想定さ

れ、プロセスがヌルタグで参照されます。

（注）

インターフェイスにマルチトポロジルーティング（MTR）ト
ポロジインスタンスを設定し、インターフェイストポロジコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

topology ipv4 [multicast | unicast]
{topology-name [disable | base]}

例：

Device(config-if)# topology ipv4
DATA

ステップ 6   

この例では、DATAというグローバルトポロジを持
つMTRネットワークに対して、トポロジインスタ
ンス DATAが設定されます。

（注）

（任意）IS-ISプロセスが、トポロジの一部としてインターフェ
イスをアドバタイズしないようにします。

isis topology disable

例：

Device(config-if-topology)# isis

ステップ 7   

この例では、トポロジインスタンスDATAは、トポ
ロジの一部としてインターフェイスをアドバタイズ

しません。

（注）

topology
disable
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上でMTRトポロジインスタンスを設定しま
す。

topology ipv4 [multicast | unicast]
{topology-name [disable | base]}

例：

Device(config-if-topology)# topology
ipv4 VOICE

ステップ 8   

この例では、VOICEというグローバルトポロジを持
つMTRネットワークに対して、トポロジインスタ
ンス VOICEが設定されます。

（注）

インターフェイストポロジコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if-topology)# end

ステップ 9   

MTR に関するインターフェイスおよびトポロジ IP トラフィック統計情
報のモニタリング

マルチトポロジルーティング（MTR）に関するインターフェイスおよびトポロジ IPトラフィッ
ク統計情報をモニタするには、次の任意のコマンドを任意の順序で使用します。

手順の概要

1. enable
2. show ip interface [type number] [topology {name | all | base}] [stats]
3. show ip traffic [topology {name | all | base}]
4. clear ip interface type number [topology {name | all | base}] [stats]
5. clear ip traffic [topology {name | all | base}]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）すべてのインターフェイスに関する IPトラフィック統計
情報、または指定したインターフェイスに関係する統計情報を表示

します。

show ip interface [type number]
[topology {name | all | base}] [stats]

例：

Device# show ip interface
FastEthernet 1/10 stats

ステップ 2   

•インターフェイスのタイプと番号を指定すると、その特定の
インターフェイスに関する情報が表示されます。省略可能な

引数を指定しない場合は、すべてのインターフェイスに関す

る情報が表示されます。

• topology nameキーワードと引数を使用すると、統計情報はそ
の特定のトポロジの IPトラフィックに制限されます。

• baseキーワードを使用すると、IPv4ユニキャスト基本トポロ
ジが表示されます。

（任意）グローバル IPトラフィック統計情報（MTRがイネーブル
である場合のすべてのトポロジの集約）または、特定のトポロジに

関する統計情報を表示します。

show ip traffic [topology {name | all |
base}]

例：

Device# show ip traffic topology
VOICE

ステップ 3   

• baseキーワードは、IPv4ユニキャスト基本トポロジ専用です。

（任意）インターフェイスレベルの IPトラフィック統計情報をリ
セットします。

clear ip interface type number
[topology {name | all | base}] [stats]

例：

Device# clear ip interface
FastEthernet 1/10 topology all

ステップ 4   

• topologyキーワードおよび関連するキーワードを使用しない
と、インターフェイスレベルの集約統計情報だけがリセット

されます。

•すべてのトポロジをリセットする必要がある場合は、トポロ
ジ名として allキーワードを使用します。

（任意）IPトラフィック統計情報をリセットします。clear ip traffic [topology {name | all |
base}]

ステップ 5   

•トポロジ名を指定しないと、グローバル統計情報がクリアさ
れます。例：

Device# clear ip traffic topology
all
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MTR に対する IS-IS サポートの設定例

例：IS-IS を使用した MTR トポロジのアクティブ化
次に、マルチトポロジルーティング（MTR）トポロジの DATAおよび VIDEOと、MTRに対す
る Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）サポートの両方を設定する例を示します。
DATAトポロジと VIDEOトポロジは、ネットワーク内の 3つの IS-ISネイバーでイネーブルにな
ります。

デバイス 1

global-address-family ipv4
topology DATA
topology VOICE
end
interface Ethernet 0/0
ip address 192.168.128.2 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end
router isis
net 33.3333.3333.3333.00
metric-style wide
address-family ipv4
topology DATA tid 100
topology VOICE tid 200
end

デバイス 2

global-address-family ipv4
topology DATA
topology VOICE
all-interfaces
forward-base
maximum routes 1000 warning-only
shutdown
end

interface Ethernet 0/0
ip address 192.168.128.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

interface Ethernet 1/0
ip address 192.168.130.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

router isis
net 32.3232.3232.3232.00
metric-style wide
address-family ipv4
topology DATA tid 100
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topology VOICE tid 200
end

デバイス 3

global-address-family ipv4
topology DATA
topology VOICE
all-interfaces
forward-base
maximum routes 1000 warning-only
shutdown
end

interface Ethernet 1/0
ip address 192.168.131.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

router isis
net 31.3131.3131.3131.00
metric-style wide
address-family ipv4
topology DATA tid 100
topology VOICE tid 200
end

show isis neighbors detailコマンドを入力すると、IS-ISネイバーデバイス 1を使用したトポロジ
変換を確認できます。

Device# show isis neighbors detail

System Id Type Interface IP Address State Holdtime Circuit Id
R1 L2 Et0/0 192.168.128.2 UP 28 R5.01
Area Address(es): 33
SNPA: aabb.cc00.1f00
State Changed: 00:07:05
LAN Priority: 64
Format: Phase V
Remote TID: 100, 200
Local TID: 100, 200

例：インターフェイスコンフィギュレーションモードでの MTR IS-IS
トポロジ

次に、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロセスによってインターフェイスイー
サネット 1/0が DATAトポロジの一部としてアドバタイズされないようにする例を示します。

interface Ethernet 1/0
ip address 192.168.130.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end
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マルチキャストトポロジの設定
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Guide』

IPv6に対するマルチトポロジ IS-ISの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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MTR に対する IS-IS サポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：MTR に対する IS-IS サポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、単一の物理

ネットワーク上の複数の論理ト

ポロジに対する Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）サポートが実現しま
す。

Cisco IOS XE Release 2.5では、
Cisco ASR 1000シリーズルー
タのサポートが追加されまし

た。

address-family ipv4、isis
topology disable、show isis
neighbors、topologyの各コマン
ドが追加または変更されまし

た。

12.2(33)SRB

Cisco IOS XE Release 2.5
MTRに対する IS-ISサポート
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